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発行： 社会福祉法人 子供の町 

児童養護施設 子供の町 

児童養護施設 エンジェルホーム  

地域小規模児童養護施設 菜の花 

地域小規模児童養護施設 かえで 

地域小規模児童養護施設 もくれん 

住所：埼玉県春日部市西金野井 337 番地 

電話： ０４８－７４６－０２０６ 

FAX：  ０４８－７４６－９２１５ 

 

 

「ダイバーシティとインクルージョン」 

社会福祉法人子供の町 

理事長 斉之平伸一 

ユニセフは、人種、宗教、性別、国籍、障害などによ

るあらゆる差別をなくし、多様性（ダイバーシティ）を尊

重する、誰もが受け入れられる（インクルージョン）の理

念を活動の根幹に据えています。 

まず、子供の町の職員では、ダイバーシティの状態は

どうか。男女、年令、価値観など様々な多様性がありま

す。そして、会議、委員会活動などで、異なった角度で

意見が述べられ、多面的に検討することで、誤りの少な

い判断が下されています。 

また、インクルージョンの面では、決定に参加できること

から、受け身でなく、主体的に行動できて、やりがいのあ

る職場になっております。 

多様な人材の長所が尊重されながら、公平に機会を

与えられ、孤立する人がいない、一体感を持った職場

風土ができつつあります。 

誰でも必ず長所を持っていると確信し、全員が活躍

できる職場を目指しましょう。 

 

「新年度を迎えて」 

子供の町 施設長 今野晧亮 

今年度より施設長の任を拝しました今野皓亮と申し

ます。当施設に入職して 19 年目となります。 私の入 

 

 

職動機は「子どもたちと共に悩み、共に喜び、共に成長

する」という思いです。 

 子どもとの出会いが私の財産です。ある卒園生から、

「苦しんでいる子どもにとって、職員１年目だろうがベテ

ランだろうが関係ない」との言葉が今でも心に残ってい

ます。今も当時のことを思い出し、苦しむその卒園生

に、当時、何もできなかったことをお詫びしました。必ず

成長をしようと決意をさせてもらった瞬間でした。 

 一方で、仕事での頑張りや家族ができたという報告、

さらに長年拒絶していた家族を「家族」として受け入れら

れるようになったという報告を受けることもあります。その

ような報告は職員としての大きな励みになります。 

 子どもたちとの出会いや対話を通して、少しずつ成長

させてもらってきました。初心を忘れることなく、子どもた

ちの今と未来に寄り添い続けてまいります。  

 

 

「寄り添い、共に歩む」 

エンジェルホーム施設長 西村 洋平 

新年度がスタートいたしました。進級や進学を迎え、

新たな環境での生活を始めた子どもたちの姿を見守り

ながら、職員一同、社会的養護を担う責任の重さを改

めて実感しております。 

 近年、国内の年間出生数が過去最低を更新し続ける

など、少子化の進行は深刻な局面を迎えています。子
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「抱負」                たんぽぽ 二川琉斗 

新人職員として子どもたちとの信頼関係づくりを大切にし

ながら、一人ひとりの成長を支えていきたいと考えていま

す。また、子どもたちがスマートフォンだけでなく、さまざまな

遊びや体験、人との関わりに興味を持ち、自分の世界を広

げられるよう日常の会話から物事の仕組みや知らない世界

を教えていこうと考えています。日々の支援を通して、子ど

もたちの可能性を引き出せる職員を目指します。 

どもをめぐる社会環境が大きく変化する今だからこそ、

様々な背景を持つ子どもたち「ひとり一人」の存在を尊

び、その健やかな育ちを社会全体で等しく支えていく重

要性が、これまで以上に高まっています。 

 こうした中、今年度より埼玉県の児童養護施設におき

ましても、子どもたちの声を丁寧に汲み取り、その権利

を守るための「アドボケイト（意見表明等支援）」の取り組

みが本格的に始まります。当施設においても子どもたち

が自らの意見を安心して表明し、主体的に人生を選択

していけるよう、職員がその声に真摯に耳を傾け、適切

な支援体制を構築してまいります。 

 「こどもたちのいまと未来に寄り添い続けます」という法

人ミッションのもと、今年度も子どもたちの安心・安全な

生活を第一に、より質の高いケアに努めてまいります。

皆様には、変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。

 

新任職員のご挨拶    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広い視野をもって」           心理  佐藤理歩 

子供の町に入職し子どもたちと関わる中で、子どもたちの言葉

や表現を大切にすることはもちろんのこと、その言動の背景には

どのような気持ちがあるのか、子どもの視点に立って思いを巡ら

せてみることの大切さを痛感しています。日々の関わりや積み重

ねを大切に、子どもたちをそっと支えてあげられるような存在であ

れるよう、私自身も子どもたちと共に学び、成長していけたらと思

っております。これからどうぞよろしくお願いいたします。 

「抱負」                給食室・調理師 三原昭子 

子どもたちの成長には欠かせない食事を、美味しく楽しんで食べてもらえるよう、心を込めて調理したいと思います。仕事に慣

れてきたら、私に出来る事は何かを考え、今までの人生で培ってきた経験を活かしてお役に立てるよう行動していきたいと思って

います。そのために、まずは一日の仕事の流れややるべき事を早く覚え、無駄のない作業が出来るようにしたいと思っています。 

 

「子どもたちの笑顔の向こうに!!」      事務所  上原朱美 

今年４月から、事務職で子供の町に入職いたしました。 

以前から事務の仕事をしてきましたが、かなり勝手が違うので

毎日が新鮮な気持ちで過ごしています。 

今は子どもたちへの声掛けも、自分でもビックリするくらい、ぎ

こちないものだと感じています。 

しかし、子どもたちの笑顔と明るい挨拶に、自分も早く追いつ

き寄り添えるようになりたいと思います。 

「はじめまして」            菜の花  加藤清子 

大学を卒業後、長い期間、福祉の現場で仕事をしてきまし

た。様々な業種での経験を経て、4 月から子供の町に勤務する

ことになりました。若い世代の方々と同じ立ち位置で仕事に取り

組めることに感謝し、今までに経験した事のない地域小規模に勤

務しています。住宅街の中にある普通の 1 軒の家が自分の勤務

先であり、その感覚がとても新鮮です。この感覚を忘れずに、

日々を過ごしていきたいと思っています。よろしくお願いいたしま

す。 
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「これからの目標」   給食室 ・栄養士 村上虹光 

入職して約 2 ヶ月が経ちました。 

毎日多くの学びを感じています。 

子どもたちに寄り添い「食事が美味しい楽しい！」と思ってもらえる

よう日々努力していきたいです。 

 同じ時間を過ごす機会は少ないですが、食を通じて子どもたちの

成長を支えられる栄養士を目指します。 

未熟な部分も多く、大変なこともあると思いますが、先輩職員の皆

さんにご指導いただきながら頑張っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「抱負」                 菜の花   前川瑞歩 

子どもたちが安心して毎日を過ごし、自己実現に向け歩んでい

くことが出来るよう支援をし、子どもたちと向き合っていきたいと考

えています。また子どもたちと信頼関係を築くことが出来るよう、

子どもたちと日々丁寧に関わっていきたいです。まだ分からないこ

とだらけですが、先輩方に教えていただいたことや業務内容を１

日でも早く覚え吸収し成長していくことが出来るように一生懸命頑

張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

「子どもに寄り添って」              かえで  大森理江 

 入職して３ヶ月が経ちますが、まだまだ慣れるだけで精一杯で、職員

さんが築きあげたしっかりとした土台に助けられて何とか過ごしている

毎日です。 

 地域小規模といった環境を活かし、共に笑い、共に悩み、子供自身

の育つ力を愛情と信頼でサポートする、より家庭的な関わりを目指して

行きたいと思います。その為にも苦手な傾聴を克服して、気持ちにゆと

りと余裕を忘れずに頑張ります♪ 

 

「子どもの成長を支える存在として」     もくれん 浦松匠吾 

今年度から児童養護施設の職員として働かせていただくことになりました。子ども一人一人の思いや背景を理解し、安心して暮らせ

る環境作りに努めたいと思います。そのために、日々の会話などを大切にし、信頼関係構築に繋げられるように頑張ります。また、先輩

職員への報告・連絡・相談を怠らず、密に連携することで情報漏れや認識のズレを防ぎ、より適切な支援をしていきたいと思います。 

 

「笑顔と安心のあふれる関係を目指して」                     すずらん  辻雄一朗 

令和 8 年度 4 月より児童指導員として入職いたしました、辻雄一朗です。私の抱負は、得意のスポーツや

外遊びを通して、子どもたちと全力で向き合うことです。まずは私自身が元気に体を動かし、子どもたちが笑顔で

安心して何でも話せる関係を築いていきたいです。最初は至らない点も多いかと思いますが、先輩方の背中を

追いかけ、早く皆様の力になれるよう一生懸命がんばります。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

「信頼される職員を目指して」     すいせん  鈴木音々 

入職して３ヶ月が経ちました。様々な子どもがいて、子どもたちと

の関わりに毎日嬉しいことや驚くこと、大変なことが多くありますが、

一人一人の子供に向き合い、誠実に関わっていけるよう努めてい

きたいです。まだ毎日の業務についていくのが精一杯ですが、積極

的に学ぶ姿勢を持ち一つ一つの業務に取り組んでいきたいと思い

ます。また、周りの職員との連携を大切にし、信頼される職員を目

指していきます。 

 

4 月 新しい職員を 11 名迎えました。 

どうぞよろしくお願いします！ 
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「中学 1 年生になって」            ９寮  H.O. 

僕は中学生になりました。最初は不安もあったけど、ちょっとずつ中学校での生活に慣れてきました。 

中学生は勉強がちょっと難しくなりました。授業をちゃんと聞いて勉強についていけるようにしたいです。 

部活はバスケ部にはいりました。練習も大変だったりするけどネクサスの友達がたくさんいるので楽しいです。新し

いバッシュも買ったので仲間と協力しながらプレーしたいです。 

勉強も部活も両方とも頑張って楽しい中学校生活をおくりたいです。 

彼女ができて嬉しい      でした！      

「高校生になって」            すずらん  R.K. 

僕は高校一年生になって今までと違う環境になり頑張らないといけないことが増 

えました。 

1 つ目は時間管理です。中学の時は少しの体調不良などで休んだり寝坊して遅刻 

することもあったけど、高校生になってそういった出席日数などが中学の時より重視される環境になり今までのように少し

遅れてもいいやや、時間を見ないで行動して遅れるなどすると高校生活に大きく響くので今まで以上に時間に余裕を持ち行

動する必要があるなと思いました。2 つ目は部活です。中学の時は部活をサボったり遅れて行ったりしていても練習に参加

できたり試合に出ることができたけど、高校生になって部活を気分で休んだり遅れて行ったりしていたら試合だけでなく練

習もさせてもらえなくて今までの当たり前が当たり前じゃなくなり大変だけどそのおかげで何かを頑張ることの大事さを知

ることができました。高校生活は⾧いようで短いから色んなことに挑戦して 3 年間を楽しんで終わりたいです。 

 

一年生になりました！ 
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今日の献立 

 

 

 

 

 

みーちゃん（中学 2 年生・おうし座・A 型・所属さくら）好きなことは、恋愛リアリティーショーの動画を見ること♪   

「子供の町だより」を読むのが大好きで、「私も書きたい！」と担当者に直訴！これまでに数回作文を掲載したところ、

毎回大好評をいただき、このたび待望の公式連載がスタートすることになりました。 

その名も――「みーちゃんねる」！みーちゃんの目線で感じたことや考えたことを、楽しくお届けします。 

いったい何回続くのかは、みーちゃん次第！？ みなさん、応援よろしくお願いします！ 

【Vol.01】  

  『勉強について考えた！』 中 2 になって部活をやめて、少しだけど勉強するようになりました。でも・・・・勉強して

も、成績が上がらない！ 

最近、勉強する意味はないと思いはじめ、勉強をあきらめかけています。 

 こんなわたしでいいの？ 

   『ハマってること』  わたしのハマってることは、「恋バナ」です。好きな人がいる子の話を聞いて、悩み相談してい

ます。っていうわたしにも、好きな人がいます！だれだろ・・・・・・イケメンかも・・・・・。 

 わたしは、子供の町の庭にいることが多いので、恋の悩みがある子は、相談に乗るよ！ 

                                                        【次回もお楽しみに】 

新連載!! 

  text by みーちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポークステーキ 

ジャーマンポテト 

トマトのサラダ 

とうもろこし 
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IT インフラ委員会 

 

IT インフラ委員会では、施設内のインターネット関連業務全般の取りまとめを行ってい

ます。近年、児童を取り巻く SNS トラブルが増えていることから、問題を未然に防ぐた

め、正しい知識や使い方を学ぶネットリテラシー教室を開催しています。このほか、SNS

を活用して施設の魅力や行事、子どもたちの日々の様子なども発信しています。X やイ

ンスタグラム、YouTube でも発信していますので、ぜひご覧ください。 

家庭支援 

 

子供の町とエンジェルホームにはそれぞれに配属された計 4 名

の家庭支援専門相談員がいます。月 1 回会議では、子どもたち

ひとりひとりに寄り添った支援ができるように、丁寧な情報共有や

ケース検討を重ねています。子どもたちが、再び家庭に戻れるこ

と（家族再統合）を大切に考えています。そのため、こどもや保護

者の方々との面談を丁寧に行い、児童相談所とも密に協議を進

めています。 

今年度は「子どもたちが出自（自分の生い立ちやルーツ）を知る

権利」をテーマにした施設内研修を企画しています。社会的養護

のもとで暮らす子どもたちが、自分自身のこれまでの歩みを正しく

知り、愛されている存在であることを実感しながら、自己肯定感を

育んでいけるように――。私たち職員に何ができるかを学ぶ機会

にしたいと考えております。 

自立支援   「児童自立生活援助事業Ⅱ型」 

 

令和 6 年、子どもたちの自立支援のあり方が見直されました。これ

まで既存の施設が培ってきた専門的な知見や、子どもたちとの強い信

頼関係を活かし、途切れのないスムーズな社会移行を支える仕組み

として導入されたのが「自立生活支援事業Ⅱ型」です。 

子供の町では、子どもたちが一人暮らしを疑似体験できる環境を用意

しました。施設内に「チャレンジルーム」を 4 部屋設けたほか、施設の

近隣にアパートを 2 部屋借り上げています。 

「学校を卒業したら、すぐに 1 人で自立」と急がせるのではなく、一人ひ

とりのペースに合わせた丁寧な支援を行っています。自立に対して不

安や課題を抱える子どもたちはもちろん、一度「子供の町」を卒園した

ものの、社会とうまく繋がれずに悩んでいる退所者も含め、安心して次

のステップへ進めるよう支えています。 

 

里親支援 

 

年 4 回開催している「どんぐりサロン」では、年に 1 回「性教育」をテーマにしたサロンを設けており、今年で 3 回

目を迎えます。 

幅広い年齢層に関わる「性教育委員会」職員のアドバイスは、里子のあらゆる年齢の悩みに対応できると里親さ

んからも大変好評です。職員にとっても、里親さんの「生の声」から新たな気付きをいただく貴重な機会となって

います。 今後も施設の専門性を活かし、里親さんに寄り添った充実した時間を企画してまいります。 

今年の「性教育」サロンは 9 月に開催します。多くの里親さんのご参加をお待ちしております。 
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あれこれ 

 令和 8 年４月８日〈入学式〉 
今年は小学生５名、中学生９名、高校生９名、そして大学生１名が入学式を迎えました。それぞれの新
しいスタートに緊張した面持ちで出かけていきました。 

 令和８年５月５日〈こどもの日〉 
今年は園庭ではなく、どんぐり棟に鯉のぼりを飾りました。子どもたちも登下校時泳ぐ鯉のぼりを眺め
ていました。 

 令和８年５月１６日〈葛飾中体育祭〉 
日差しが強い日でしたが、一生懸命競技に打ち込む姿を見ることが出来ました。 

 令和８年５月３０日〈走り方教室〉 
かすかべ藤ライオンズクラブ様のご協力を得て、子供の町園庭にて走り方教室を行いました。正しい走
り方を楽しく教えてもらい、最後にはケードロで思い切り園庭を駆け回りました。 

 令和８年５月２７日・６月３日〈新職員歓迎会〉 
今年度から、ランチ会と飲み会の２回開催となりました。みんなでゲームをしながら食事をとり、お互
いを知り合える良い機会となりました。 

 令和８年６月２０日～２１日＜スポーツクラブ合宿＞ 

8 月の施設球技会に向けて、スポーツクラブの合宿を「⾧瀞げんきプラザ」で行いました。児童 13 名と
職員 5 名が参加し、今年の目標は「優勝」！ チーム一丸となって頑張ります！ 
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「春の日」 

「優勝を目指して」 

「いちご狩り」 

「七夕」 
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